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 セルロース合成酵素は糖転移反応を連続的に行い、グルコースを1,4 結合で連鎖的に重合してセルロ

ース分子鎖を伸ばす重合機能と、高分子量のセルロース分子鎖を複数本束ねて、ミクロフィブリルと呼

ばれる結晶性微小繊維を形成する結晶化機能（紡糸機能）を併せ持つ膜タンパク質複合体である。近年

X 線結晶構造解析により報告された構造モデルにより、重合機能については理解が進んできた。一方で

結晶化機能については、セルロース合成酵素が会合体構造を作ることにより実現すると考えられている

が、先述の構造モデルでは会合体構造が今一つはっきりしない。 

 そこで本研究課題ではセルロース合成酵素が持つ会合体構造の解明を目指す。今年度は安定なタンパ

ク質を得るために欠損変異体をいくつか設計し、その酵素活性を最近我々が開発した大腸菌再構成系を

使うことで確認した。酵素活性が消失しなかった変異体を次の精製過程に使用する候補として選抜を開

始した。 
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